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□
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□
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□
□
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□
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□
□
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□
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□
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□
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□
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□
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□
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□
□
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□

理
事
会
報
告

八
月
二
十
七
日
（
水
）
浦
和
県

連
事
務
所
で
第
６
回
理
事
会
を

十
二
名
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
等
活
動
経
過

報
告･

計
画
予
定

【
全
国
連
盟
活
動
】
臨
時
評
議

会
（
二
十
八
期
第
一
回
評
議
会
）

十
一
月
九
日
（
日
）
午
前
十
一

時
～
午
後
三
時
（
全
国
連
盟
事

務
所

）

【
県
連
全
体
活
動
】
全
国
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
八
月
三
十
一
日

締
め
切
り

未
提
出
の
会
は
早

急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
務
局
】
労
山
カ
ー
ド
訂
正
依

頼

新
座
山
の
会

遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者

会
議
、
安
全
登
山
講
演
会
会
場

予
約
。

三
役
会
議

９
月
４

日
（
木
）

さ
い
た
ま
市
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

【
財

政
】
前
期
納
入
二
十
八

団
体

（
二
団
体
未
納
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

Ｈ
Ｐ
実
務
担
当
者

三
郷
山
の

会

鈴
木
氏
に
メ
ー
ル
に
て
再

依
頼
（
八/

二
十
四
）

【
女

性
】
女
性
委
員
会

八

月
二
十
五
日
（
月
）

八
月
二
十
七
日
現
在

東
日
本

女
性
登
山
交
流
集
会i

n

岩
手-

埼
玉
か
ら
二
十
四
名
（
日
帰
り

２
名
）
参
加
予
定1

0
/
1
1

当
日

朝
出
発

帰
り
は
夜
行
に
計
画

を
再
度
変
更

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】

中
央
登
山
学

校
第
９
回
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
リ

ー
ダ
ー
学
校
９/

１
３
～
１
５

（
岡
山
‐
蒜
山
高
原
）（
三
郷
山

の
会
２
名
参
加
）

【
自
然
保
護
】
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自

然
保
護
交
流
集
会

1
0
/
1
8

～

1
9

（
労
山
全
国
連
盟
事
務
所
）

第
十
四
回
全
国
登
山
者
自
然

保
護
交
流
集
会1

1
/
1
5

～1
6

（
泰
野
市
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
）
杉
江
理
事
参
加

【
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
】

安
全
教
育
担
当
者
会
議

実
施
日
、
十
一
月
十
五
日
（
土
）

Ａ
Ｍ
十
時
よ
り

会
場

パ
ル

コ
十
階
（
浦
和
コ
ミ
セ
ン
）

【
救
助
隊
】

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

救
助
隊
役
員
情
報
交
換

８/

６

Ｐ
Ｍ
７
：
３
０

全
国

連
盟
事
所
（
神
１
、
千
１
、
東

１
、
埼
３
出
席
）

1
0
/
1
1

～1
2

救
助
隊
合
同
訓
練

（
急
き
ょ
埼
玉
主
管
に
変
更
）-

湯
檜
曽
川
流
域
東
黒
沢

【
登
山
学
校
】

８/
２
地
図
の
読
み
方
（
机
上
）

受
講
者
十
六
名
（
ス
ポ
ッ
ト
三

含
む
）

８/

３
地
図
の
読
み
方
（
実
技
）

‐
兜
山

受
講
者
十
三
名
（
二
）

９/

６

岩
登
り
（
机
上
）

９/

７

岩
登
り
（
実
技
）
‐
日

和
田
山

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

西
部
＝9

/
1
1

西
部
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
集
会
（1

1
/
1
6

）
に
つ
い
て
。

二
月
頃
初
級
冬
山
講
座
（
日
帰

り
）
を
検
討

南
部
＝8

月
は
中
止

9
/
1
8

議

題

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交
流
集

会
概
要
検
討

９
月
６
日
～
７
日
秩
父
市
吉
田

元
気
村

受
付
十
三
時
三
十
分

会
議
十
四
時
～
十
六
時
三
十
分

（
各
県
の
活
動
報
告
）

入
浴
後
、
夕
食
及
び
懇
親
会

翌
日
、
二
子
山

８
時
３
０
分

出
発

雨
天
時
二
子
山
は
中
止

〈
参
加
団
体
〉

千
葉

広
木
国
昭
代
表

神
奈
川

田
村
和
寿
遭
対
部
長

東
京
都
（
５
名
）

石
川
、
田

上
、
佐
々
木
、
陶
山
（
つ
や
ま
）
、

あ
と
一
人
は
土
曜
の
み
参
加

茨
城

松
倉
実
枝
子
副
理
事
長

事
務
局
長

山
村
幸
夫

群
馬

奈
良
原
理
事
長

島
田
事
務
局
長

栃
木
（
２
～
３
名
参
加
予
定
）

埼
玉
県
連
参
加
予
定
者

武
笠
理
事
長
、
矢
崎
副
理
事
長
、

徳
重
副
理
事
長
、
佐
藤
副
理
事

長
、
杉
江
理
事
、
廣
岡
理
事

（
木
阪
事
務
局
長
は
遅
れ
て
参

加
）

安
全
登
山
講
演
会

実
施
日

十
一
月
十
五
日
（
土
）

受
付
十
三
時
三
十
分

開
演
十
四
時
～
一
五
：
三
〇
（
質

疑
応
答
含
め
十
六
：
〇
〇
終
了
）

会
場

浦
和
コ
ミ
セ
ン
（
十

階
）

定
員
九
〇
名

講
師

大
野
秀
樹
氏
（
杏
林

大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
主
任

教
授
（
現
・
衛
生
学
公
衆
衛
生

学
教
室
主
任
教
授
）

テ
ー
マ

「
登
山
と
健
康
」

受
講
料

￥
六
〇
〇

申
込
先

埼
玉
労
山
事
務
局
‐

木
坂
ま
で

会
単
位
でF

A
X

ま

た
は
メ
ー
ル
に
て

定
員
に
達

し
次
第
締
め
切
り

チ
ラ
シ
作
製

（
青
木
理
事
）

遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当

者
会
議

実
施
日

十
一
月
十
五
日
（
土
）

会
場

浦
和
コ
ミ
セ
ン

定
員

２
２
名

受
付
午
前
九
：
三
〇

開
会

午
前
十
：
〇
〇

議
題
・
内
容

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
継
続
審
議

、
そ
の
他
の
内

容
は
後
日
打
合
せ

そ
の
他

・
心
拍
実
験
登
山
（
熊
倉
山
）

の
概
要
検
討11/29

（
予
備

日30

日
）

の
ん
び
り
班
、
標
準
班
、
県
客

班
、
頑
張
り
班
の
４
班
構
成
。

実
験
器
具
の
都
合
で
十
名
程
度

の
予
定
だ
が
多
人
数
の
場
合
は

同
行
の
参
加
と
す
る
。

（
チ
ラ
シ
作
製
‐
澤
藤
理
事
）
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秋も暑い埼玉！ 
交流・勉強会目白押し 

♪みんなの歌♪  見上げてごらん夜の星を  作詞 永 六輔 作曲 いずみたく 
見上げてごらん 夜の星を 小さな星の 小さな光りが ささやかな幸せを うたってる 

見上げてごらん 夜の星を ぼくらのように 名もない星が ささやかな幸せを 祈ってる 

手をつなごう ぼくと 追いかけよう 夢を二人なら 苦しくなんかないさ 

見上げてごらん 夜の星を 小さな星の 小さな光りがささやかな幸せを うたってる 

見上げてごらん 夜の星を ぼくらのように 名もない星がささやかな幸せを 祈ってる 

関東ブロック自然保護交流集会 

10 月 18 日（土）午後 1 時～19 日（日） 
「山と地球規模の環境保全を考える」 
場所 労山全国事務所 参加費 無料 
✪記念講演 大阪豊中労山 池田 茂先生 
「大気汚染と自然保護」 
他各連盟の自然保護報告 
19 日（日）京王線高尾山口駅 10：00 集合 
紅葉の高尾山とカプセル操作体験ハイク  
当日参加歓迎    東京都勤労者山岳連盟 



労
山
中
央
登
山
学
校
に
参
加

し
て 

 
 
 
 

梅
澤
俊
雄 

（
秩
父
Ａ
Ｐ
会
報
よ
り
） 

 

七
月
十
二
日(
土)

、
労
山
全

国
連
盟
事
務
所
で
、
労
山
中
央

登
山
学
校
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
、
私
が
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
約
二
十
名
。

少
な
い
感
じ
で
し
た
。 

一
人
目
の
講
師
は
ア
ル
パ
イ
ン

ツ
ァ
ー
サ
ー
ビ
ス
社
長
の
黒
川

恵
氏
。
「
ツ
ァ
ー
登
山
の
現
状

と
そ
の
功
罪
」
と
い
う
演
題
で
、

と
て
も
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

客
と
い
う
立
場
で
参
加
し
て
い

る
登
山
者
と
、
引
率
者
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
と
し
て
の
業
者
・

ガ
イ
ド
の
関
係
や
客
同
士
の
関

係
で
、
私
た
ち
組
織
登
山
者
と

は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
が
あ
る

と
痛
感
し
ま
し
た
。
特
に
、「
個

人
情
報
保
護
」
と
い
う
世
相
を

そ
の
ま
ま
反
映
し
、
参
加
者
名

簿
は
配
ら
な
い
。
●
自
己
紹
介

も
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
●
集

合
写
真
に
写
り
た
く
な
い
人
は

そ
の
よ
う
に
申
告
す
る
。
●
集

団
と
し
て
の
力
は
と
て
も
弱
い
。 

こ
う
い
っ
た
現
状
が
大
き
な

事
故
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
羊
蹄
山
の
遭
難
で
業

界
へ
厳
し
い
判
決
が
出
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
「
ツ
ァ
ー
登
山

運
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
自
主

的
に
つ
く
り
、
重
大
事
故
防
止

に
か
な
り
の
努
力
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
天
候
急
変
時
の
対

応
・
通
信
手
段
の
確
保
・
自
集

団
形
成
・
引
率
者
の
責
任
と
役

割
な
ど
、
と
て
も
立
派
な
も
の

で
す
。
私
の
手
元
に
あ
り
ま
す

の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。 

二
人
目
の
講
師
は
全
国
連
盟
遭

難
対
策
部
長
の
井
芹
昌
二
氏
。

「
遭
難
対
策
の
到
達
点
」
と
い

う
演
題
で
し
た
。
井
芹
さ
ん
は

埼
玉
県
連
の
救
助
隊
長
を
長
く

務
め
ら
れ
た
、
私
の
お
師
匠
さ

ん
で
す
。
井
芹
さ
ん
の
お
話
は

一
九
〇
二
年
の
八
甲
田
山
で
の

陸
軍
の
遭
難
か
ら
は
じ
ま
り
、

近
年
の
遭
難
の
特
徴
と
対
策
に

つ
い
て
詳
し
く
の
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
特
に
〇
七
年

に
労
山
内
で
起
き
た
、
赤
城
山

と
兵
庫
県
の
氷
ノ
山
（
ひ
ょ
う

の
せ
ん
）
で
の
単
独
行
で
の
死

亡
事
故
を
詳
し
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
問
題
点
と
し
て 

●
山
行
日
を
間
違
え
る
。
●
雪

山
へ
単
独
で
入
っ
た
。
●
会
へ

計
画
書
を
出
し
て
い
な
い
。
●

携
帯
電
話
を
車
に
置
い
た
ま
ま
。

軽
装
備
。
●
午
後
二
時
に
入
山
。 

な
ど
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
二
件
は
極
端
な
例
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
安
易
な
行
動

が
大
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
を

如
実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

最
近
の
遭
難
の
傾
向
に
つ
い

て
は
昨
年
の
女
性
集
会
や
埼
玉

労
山
フ
ェ
ス
タ
で
の
学
習
内
容

と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
の
で
、

当
ク
ラ
ブ
と
し
て
気
に
な
る
点

の
み
報
告
し
ま
す
。
●
道
迷

い
・
転
倒
が
多
い
。
●
基
本
的

な
知
識
・
技
術
不
足
。
●
荷
物

が
必
要
以
上
に
大
き
い
。
●
街

の
常
識
を
山
に
持
ち
込
む
。
●

メ
ン
バ
ー
の
体
調
の
変
化
に
気

付
か
な
い
。
●
体
力
の
低
下
を

自
覚
し
て
い
な
い
。
●
個
人
山

行
で
も
リ
ー
ダ
ー
を
明
確
に
。 

 

事
故
・
遭
難
の
少
な
い
当
ク

ラ
ブ
で
す
が
、
こ
の
状
態
を
維

持
す
る
た
め
に
は
学
習
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
例
会
で
時
間
を
と

り
、
ザ
ッ
ク
の
パ
ッ
キ
ン
グ
・

登
山
計
画
の
作
り
方
・
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

な
ど
、
少
し
ず
つ
学
ん
で
ゆ
き

ま
し
ょ
う
。 

登
山
学
校
第
十
三
期 

 
 

「
地
図
の
読
み
方
」 

上
福
岡
や
ま
な
み
Ｈ
Ｃ 

古
畑
秋
夫 

山
岳
遭
難
事
故
は
中
高
年
が
圧

倒
的
に
多
く
、
そ
の
多
く
が
道

迷
い
、
転
落
と
の
こ
と
。
私
も

過
去
に
道
迷
い
し
た
（
気
づ
き

戻
っ
た
）
こ
と
が
あ
り
、
大
き

な
期
待
を
も
っ
て
地
図
読
み
学

習
に
参
加
し
ま
し
た
。 

八
月
二
日 

机
上
学
習 

登
山
学
校
の
中
で
人
気
の
高
い

講
座
と
の
こ
と
。
地
形
図
を
広

げ
磁
北
線
の
ひ
き
方
と
コ
ン
パ

ス
の
合
わ
せ
方
を
学
習
す
る
。

尾
根
と
谷
を
見
極
め
、
等
高
線

を
百
ｍ
毎
に
色
鉛
筆
で
な
ぞ
っ

て
い
く
と
何
と
な
く
山
の
形
が

見
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
た
。 

ま
た
、
実
技
登
山
で
使
う
地
形

図
の
通
行
路
に
マ
ー
カ
ー
で
色

付
け
し
、
指
定
ポ
イ
ン
ト
ま
で

の
距
離
を
計
測
し
、
高
度
を
確

認
し
て
曲
断
面
図
を
作
成
し
た
。

細
か
な
作
業
で
あ
る
が
時
間
ご

と
の
到
着
地
点
と
高
度
を
グ
ラ

フ
に
す
る
と
、
ぼ
ん
や
り
と
山

の
概
要
が
読
め
て
き
た
。
こ
れ

で
登
山
準
備
完
了
。 

最
後
に
学
習
効
果
を
確
認
す
る

た
め
の
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。

そ
の
中
で
地
形
図
は
特
別
な
用

紙
で
作
ら
れ
て
お
り
、
透
か
し

が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
一

同
感
激
し
た
。 

八
月
三
日 

実
技
講
習
「
中
央

沿
線
・
山
梨
百
名
山
・
兜
山
（
９

１
３
㍍
）
」 

九
時
四
〇
分
中
央
線
春
日
居
駅

に
集
合
し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
あ

と
、
班
ご
と
に
分
か
れ
、
次
の

目
標
地
点
に
コ
ン
パ
ス
を
合
わ

せ
出
発
し
た
。
目
標
と
す
る
兜

山
が
目
の
前
に
見
え
る
が
、
駅

か
ら
下
山
口
ま
で
九
ヵ
所
の
ポ

イ
ン
ト
を
確
認
し
、
周
り
の
状

況
と
照
ら
し
合
わ
せ
記
録
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
駅
前
か
ら

続
く
た
わ
わ
に
実
っ
た
桃
や
葡

萄
畑
を
眺
め
な
が
ら
汗
を
拭
き

ふ
き
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
目
指
す
。 

五
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
登

山
口
分
岐
に
来
る
ま
で
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
大
分
使
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
こ
か
ら
本
格
的
な
登
山

道
で
あ
る
。
四
二
〇
ｍ
程
の
高

度
差
で
頂
上
で
あ
る
が
何
し
ろ

蒸
し
暑
い
。
休
息
を
こ
ま
め
に

取
り
、
水
を
補
給
し
て
歩
く
が
、

雑
木
林
の
急
登
で
汗
ま
み
れ
で

あ
る
。
中
腹
の
鎖
の
架
け
ら
れ

た
岩
場
を
慎
重
に
通
過
し
高
度

を
稼
ぎ
、
や
っ
と
の
思
い
で
山

梨
百
名
山
標
識
柱
の
立
つ
頂
上

に
着
い
た
の
は
十
二
時
五
十
分

で
あ
っ
た
。
頂
上
か
ら
二
～
三

分
南
は
甲
府
盆
地
を
見
下
ろ
す

展
望
地
に
な
っ
て
い
た
。
桃
の

花
の
咲
く
こ
ろ
に
来
た
ら
見
事

だ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
富
士

山
の
眺
望
百
選
地
の
標
識
も
立

っ
て
い
る
が
雲
に
隠
れ
て
残
念

で
あ
っ
た
。 

下
り
も
地
図
と
コ
ン
パ
ス
の
勉

強
で
あ
る
が
、
同
じ
山
と
は
思

え
な
い
快
適
な
道
で
あ
り
、
全

員
が
別
人
の
ご
と
く
足
取
り
も

軽
や
か
に
、
九
番
目
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
駐
車
場
に
全
員
笑
顔

で
た
ど
り
着
い
た
。 

次
の
山
行
か
ら
は
、
積
極
的
に

地
図
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

山
遊
会
ビ
ス
タ
ー
リ 

 

安
楽 

昭
子 

「
地
図
を
読
め
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
の
思
い
で
受
講
す
る
。

教
材
は
「
兜
山
」
春
日
居
町
駅

か
ら
登
山
口
ま
で
、
コ
ン
パ
ス

で
方
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
る
。
登

山
口
ま
で
は
一
時
間
あ
ま
り
か

か
る
。
最
初
か
ら
急
登
が
続
き

汗
が
流
れ
る
。 

小
休
息
を
何
度
か
取
り
な
が
ら

十
三
時
過
ぎ
山
頂
に
到
着
。
昼

食
後
、
再
び
各
ポ
イ
ン
ト
を
チ

ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
下
山
す
る
。

十
四
時
三
十
分
頃
に
駐
車
場
に

無
事
下
山
。 

 

出
発
か
ら
各
ポ
イ
ン
ト
毎
に

コ
ン
パ
ス
を
振
る
こ
と
で
、
コ

ン
パ
ス
の
使
用
法
が
身
に
付
き
、

地
形
図
の
等
高
線
な
ど
の
読
み

方
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
な
？
と
嬉
し
く
感
謝
で
す
。 

              

編
集
後
記 

雨
が
多
く
登
山
欲
求
が
満
た
さ

れ
て
い
な
い
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
本
な
ど
読
ん
で
、
登

山
の
基
本
を
見
直
す
の
も
良
い

か
も
！
機
関
紙
も
よ
ろ
し
く
ね
。 

来
月
は
６
日
印
刷
予
定
で
す
。

担
当
者
の
方
は
１
週
間
前
の
原

稿
締
め
切
り
よ
ろ
し
く
（
ア
オ
） 

   第１３８号   ２００８年  ９ 月 ８日（月）発行                   埼  玉  労  山  （２） 

遭難防止・安全教育担当者会議 

11 月 15 日（土）  

会場 浦和コミセン 

（JR 浦和駅東口パルコ 10 階） 

受付午前 9：30  開会 午前 10：00 

議題・内容  ヒヤリハット継続審議 

各会の担当者の方は出席をお願いし

ます。 


